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関連する本・サイト

（松下, 2021）
（松下・前田・田中, 2022） （https://www.d-argument.net/）

＊姉妹編
・表紙は、アンリ・マティスの「ポリネシア、空」と「ポリネシア、海」
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著者紹介

松下佳代
 京都大学大学院教育学研究科 教授

 専門は、教育方法学（特に、 能力論、学習論、評価論）。大学や中学校・高校をフィールドに
研究と実践支援を行っている。

前田秀樹
 高槻中学校・高等学校教頭

 国語・道徳・総合を担当。主な関心は、主体的・対話的で深い学び、カリキュラムマネジメント、
探究学習、ICT利活用教育。

田中孝平
 京都大学大学院教育学研究科 D2／日本学術振興会特別研究員（DC1）／
高槻中学校・高等学校 TA

 専門は、大学教育学。とくに高校の探究学習を通じた高大接続について、実践的・実証的に
研究を行っている。
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対話型論証

 対話型論証とは
＝「ある問題に対して、他者と対話しながら、根拠をもって主張を組み立て、

結論を導く活動」

 ばらばらの能力リストを掲げるのではなく、その元になる活動に着目

 小学校～大学、社会人／教科・分野 に関わらず重要

 対話型論証モデル
 トゥールミン・モデルなどを参考に作成
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5

問題

事実・
データ

論拠

対立意見

反駁

主張

結論

三角ロジック

対話型論証モデル

コミュニケーション
批判的思考

問題解決

論理的思考
批判的思考



論証モデル（ver.3）

主張←仮説

論拠・理由づけ

事実・データ

問題（リサーチクエスチョン）

事実・データ

論拠・理由づけ

対立する主張・
異なる主張

反駁

結論・提言

6

対話型論証モデルにはいくつか
のバリエーションがあるが、
「総合的な探究の時間」で使って
いるのは、主にこのモデル



本書『探究ワーク』の特徴

 『デザイン』本の姉妹編

 生徒・学生が学ぶためのワークブック（教師・研究者向けの単行本）

 「探究」の授業がメインだが、教科の例もあり

 高槻中・高での実践を下敷きに

 高槻中・高の「総合的な学習（探究）の時間」：中3、高1、高2
 高1：テーマは「キャリア探究」、方法は文献探究

 高2：テーマは「SDGs探究」、方法は調査探究

 連動したサイトも開設
 モデルや教材がDLできる

 学習指導案、練習問題の解答や解説も掲載

（一部の内容は登録制で見られる）

7

本書は、「総合的な探究の時間」での学
びを深めるためのワークブックです。
教科・科目の「探究」で活用できるヒントも
満載です。



本書の構成―目次から―

第I部 対話型論証モデルを理解する

第1章 「総合的な探究の時間」と対話型論証モデル

第2章 問題を設定する

第3章 主張を考える

第4章 さまざまな根拠を集める

第5章 対立する主張・異なる主張を反駁する

第6章 結論を導く

（＊節見出しは省略）

第Ⅰ部では、探究と対話型論証モ
デルの関係について説明します。

まず、第1 章で全体像を把握した
後、第2 章～第6 章では、対話型
論証とは何かについて、構成要素
を1 つ1つ詳しく解説していきます。

いわば理論編です。
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第Ⅱ部 対話型論証モデルを習得する

第7章 対話型論証モデルの型を習得する

第1節 既存の問題を解く（総合）

第2節 既存の問題を考える（教科）

第8章 対話型論証モデルを使って探究を追体験する

第1節 ゲーム規制条例は必要か？

第2節 スマートフォンのロック解除はすべきか？

第3節 高校での文理選択は早すぎるか？

第4節 大学入試の公平性を確保するにはどうすれば
いいか？

第5節 ミスコン廃止をどのように考えるか？

第Ⅱ部では、具体的な事例を通じて探究のモデ
リングを行います。

第7章では既存の問題を、第8章ではオリジナ
ル問題を用いて探究を追体験していきます。

学習指導要領では、探究課題の例として「国際
理解、情報、環境、福祉・健康などの現代的な諸
課題に対応する横断的・総合的な課題」、「地域
や学校の特色に応じた課題」、「職業や自己の将
来に関する課題」を掲げています。

これをふまえて、第7章では、「遺伝子組換え作
物」という「環境」に関わる課題と、「AIと表現の自
由」という「情報」に関わる課題を取り上げます。

第8章では、「ゲーム依存・スマホ依存」といった
「福祉・健康」に関わる課題に加え、高校生の皆
さんの将来に密接に関わる「文理選択」や「大学
入試の公平性」「大学でのミスコン」といった課題
を取り上げます。 9



【例】高校での文理選択は早すぎるか？

（松下・前田・田中, 2022, p. 72） 10

高校1年生の終わ

りに文理選択をす

ることは、

主張←仮説

論拠・理由づけ

事実・データ 事実・データ

論拠・理由づけ

対立する主張・
異なる主張

高校1年生の終わ

りに文理選択をす

ることは、

反駁

結論・提言

高校1年生の終わりに文理選択を
することは適切なのだろうか？

問題（リサーチクエスチョン）
本には「問題」「資料」
「問題の解説」を掲載



【例】高校での文理選択は早すぎるか？
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サイトには「解答例」を
掲載（この部分は登録要）

（https://www.d-argument.net/entry/detail.php?id=16）

高校1年生の終わ

りに文理選択する

ことは、適切では

ない

主張←仮説
・米国やフランスでは、高校時

代にさまざまな科目を学ぶこと

が推奨されている（資料A・B）

・現代の諸課題を考えるには、

文理の境界をこえた横断的な

学びが求められる（資料B・D）

高校時代にさまざまな科目

を学ぶことを通して、現代の

諸課題を考えることができる

能力を身につけるのはよい

ことだ

論拠・理由づけ

事実・データ

高校時代に学びた
い、関心のある学問
分野との関連性で
文理選択をした学生
が多い（資料C）

高校時代に文理選択をし

て、高校という早期に将来

の見通しをもち、自分の得

意分野に特化して専門的

知識を身につけることはよ

いことだ

事実・データ

論拠・理由づけ

対立する主張・
異なる主張

高校1年生の終わ

りに文理選択する

ことは、適切であ

る

反駁

結論・提言

実際に学問分野を学んで

いない段階では、学びた

い学問分野の適切な選

択ができるとはいえない

私は高校生の段階で文理選択することは適切ではないと考える。なぜなら、

米国やフランスでは、高校時代にさまざまな科目を学ぶことが推奨されており、

それを通して現代の諸課題を考えるための能力を身につけることはよいこと

だからだ。一方、「適切である」と考える立場では、早期の学問分野の決定に

よって、将来の見通しを持てると考えるかもしれない。しかし、実際に学問を学

んでいない高校生の段階で、適切な選択ができるとはいえない。したがって、

大学入学後に文理を選択できる仕組みを構築するべきだと考える。

生徒
解答例 高校1年生の終わりに文理選択を

することは適切なのだろうか？

問題（リサーチクエスチョン）



第III部 対話型論証モデルを用いて探究する

第9章 自分自身で探究を深める

第1節 探究の見通しをもつ

第2節 探究の雛形スライドを活用する

第3節 ICTを活用してスライドを教員と共有する

第10章 探究の成果を表現する

第1節 端末を活用して口頭発表する

第2節 ポスターセッションの形式で発表する

第3節 探究のレポートを作成する

第4節 引用の方法を理解する

第11章 探究の成果を振り返る

第1節 探究のプロセスの成果を自己評価する

第2節 探究を通して何を学んだのかを記録する

第Ⅲ部は、いよいよ対話型論
証モデルを用いて、皆さん自身
が探究を始める番です。

対話型論証による探究の進め
方という海図（チャート）を手に
もって、自分なりの探究という航
海へと出かけましょう。
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探究チャート

13

①

②
⑤

主張←仮説

③

④

論拠・理由づけ

事実・データ

⑦

⑧

問題（リサーチクエスチョン）

事実・データ

論拠・理由づけ

対立する主張・
異なる主張

⑥

結論・提言

⑩

三角ロジック
三角ロジック

【ポイント】（３）
対立する主張や異なる
主張について、そのロ
ジック（論理の道筋)を
〈主張〉、〈事実・データ〉、
〈論拠・理由づけ〉に分
けて分析しよう。

【ポイント】 （５）
問題に対して自分の主張と相手の主張から取り入れるべき内容
を統合して、最終的な結論を書こう。調べたことをまとめるだけで
なく、新たな知見を創造したり、結論に基づいて提言したりしよう。

⑨

１ ２

２

【ポイント】 （４）
三角ロジック の
〈事実・データ〉、〈論
拠・理由づけ〉、両者
を主張とつなぐロ
ジックに目を向け、
問題点を指摘しよう。

２

仮説

主張

【ポイント】（１）

・探究の動機：自分と問題との関わり。

・課題：疑問だ、解決すべきだ、知りたいと思う問題の

領域や具体的な事柄。

・リサーチクエスチョン：探究上の問い

↳疑問文で表す。程よい規模と深さがある問いにする。

を整理・意識して探究を進めよう！

【ポイント】 （２）
三角ロジックを意識しよう！

論理的な〈主張〉は、

〈事実・データ〉と

〈論拠・理由づけ〉に

よって成り立つ。

反駁

探究チャートのポイント



生徒が作成した対話型論証モデルの例

（松下・前田・田中, 2022, pp. 96, 130f） 14

・課題：スマホやタブレット端末に関わる育児

・問い（リサーチクエスチョン）：乳幼児をスマートフォン
で遊ばせてよいのか？

・乳幼児をスマホで遊ば
せるべきではない

主張←仮説
・スマホ使用が乳幼児に及
ぼす影響に関するデータ
（乳幼児の視力の低下、ス
マホ依存傾向、親とのコミュ
ニケーション機会の減少な
ど）
・YouTubeなどのアプリには、
おすすめ動画などのアルゴ
リズムが組み込まれている

・身体的・精神的に悪影響
を及ぼすようなものを乳幼
児に与えるべきではない

・やめようと思ってもやめら
れなくなるような中毒性を
含むものを乳幼児に与え
るべきではない

論拠・理由づけ

事実・データ

・スマホのアプリには多
様なアプリ（動画やゲー
ム、楽器演奏やお絵描
きなど）がある

・おもちゃの購入にはお
金がかかる

・子どもの創造性やコミュ
ニケーションを高めるのは
よいことだ

・お金のかからないスマホ
の遊びで経済格差を埋める
のはよいことだ

問題（リサーチクエスチョン）

事実・データ

論拠・理由づけ

対立する主張・
異なる主張

・乳幼児にスマホで遊ば
せるべきだ（遊ばせても
よい）

反駁

結論・提言

・アプリには乳幼児に相応し
くない情報が多数含まれて
おり、すべてのアプリに制御
をかけるのは難しい

・遊び方の工夫をすれば経
済格差は広がらない

・乳幼児への身体的・精神的な悪影響から、乳幼児に
対する育児では、原則スマホを使用するべきではない

・乳幼児への育児においては、親の目が届く範囲に
限って、依存性が高くないアプリのみ使用するべきだ



15（https://www.d-argument.net/）



16（https://www.d-argument.net/entry/detail.php?id=16）

・ぜひ、コミュニティに参加してください

・登録せずにDLできるコンテンツも、
たくさんあります
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